
取組名

取組み詳細

市販ソフト ・ｅYACHO

参考資料等 ・特になし

適用条件等 ・特になし

□意識改革　□業務削減　■効率化　□人材育成・教育　□ワークシェア

□適正工期　□休暇　□ワークライフバランス　□その他

取組み概要

・デジタルサイネージを用いた分散朝礼と情報展開

取組みの

背景・課題

・朝礼終了後に、各作業場所まで作業員が移動する際に、多大な時間

を要しており、作業効率化を図る必要があった。

・複数の朝礼会場で朝礼を実施する場合、開催箇所分の職員が必要で

あった。

№2022-RJS-02

ソフトマネジメントによる労働時間削減の好事例

大型モニターの活用②　～分散朝礼

取り組んだ現場の休暇取得状況 4週8休

検索用分類

効果

・朝礼準備時間の激減、労務の削減に繋がった。

・デジタルサイネージを用いることにより、前日に動画をアップロードするだけで、

当日の定刻になれば自動で朝礼動画が再生されるようにした。

利点

・朝礼準備の為に朝の対応要員が不要になった。

・電波環境等で朝礼前の時間が多忙となる状態がなくなった。

継続の

ポイント

・朝礼動画は「eYACHO」 を用いて作成。

・安全当番が前日夕方15 分程度で録音したものをサーバー上に

アップロードする。

改善点

・事前準備が毎日必要となるため、朝礼会場の会場数が少ない時期にお

いては、準備に要する手間に対する効果が薄くなる。

＜分散型朝礼看板＞

＜朝礼動画ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ画面＞


